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書く楽しさを 味わう作文学習の 工夫 
一塩作文を害くことを 通して 一 

浦添市立 涌城 小学校 新城 徳 子 

[ 要約 ] 

本研究は，作文を 書くことに意欲的に 取り組み，そして 自分の思いや 考えを進んで 表現ができる 子 

の 育成をめざし ，学習の工夫や 指導方法について 研究したものであ る。 

授業実践では ， 短 作文を通して 題材や学習方法を 工夫したことで ，作文に抵抗を 感じていた子が 楽 

しんで書いている 姿が見られた。 また実践後の 感想から，作文を 書くことへの 抵抗が薄れたのではな 

いかと考える。 

梱 口 小学校国語 口 作文学習 ロ短作文 日常単元 

口 題材の選択 

Ⅰ テーマ設定の 理由 
新教育課程がスタートし ，「 生 ，きる 力 」の育成が提言された。 その中で「自ら 学 び， 自ら考える カ 

を 育てる」「基礎・ 基本の定着」「個性を 生かす」などの 教育の充実が 求められている。 

国語科の目標においては「表現する 能力」の育成が 最初に位置づけられ ，自分の考えを 自分の言葉 

で 積極的に表現する 能力や態度が 重視されている。 それを受けて 国語科の内容は「 A 話す・聞くこと」 

「 B 書くこと」「 C 読むこと」の 三 領域と「言語事項」に 改訂された。 とくに「書くこと」において 

は ，国語の時間で 培われた力が ，国語科の枠を 超えて他の教科や 生活の中で生かされ ，生きて働くと 

いわれている。 それは， 他 教科において 学習したことをまとのたり ， 日常生活のあ らゆる場面で 文章 

を書く機会が 多いからであ る。 今，適切な文章表現ができる 児童を育成することが 求められているの 

であ る。 

その文章表現力を 高めることのできる 方法の一 つに 作文学習があ ると考える。 

これまでの作文の 授業では子ども 達は，「何を 書いていいか 分からない」「考えるのがめんど うく 

さ い 」と抵抗が大きく ，さらに上級学年に 進むに つ れて作文を書くことを 嫌がる子が多くなるのが 現 

状であ った。 それは，子どもが 楽しく書きたくなるような ，そして個に 応じた授業ではなかったから 

だと考える。 どのような指導をすれば 意欲的に書かせることができるかという 課題を踏まえて ，これ 

までの子どもが「書かされている」という 意識を持たせがちな 作文学習から「書きたい」「だれかに 

伝えたい」という 意欲が育っ指導法を 工夫して い きたり。 そして何よりも ，書くことに 対する抵抗を 

取り除き ， 楽しんで書く う ちに作文の 力 が身につく授業をしていきたいと 考えている。 

そこで本研究では ， 3 学年の子どもが 楽しみながら 書く 力 を身につける 作文学習のために 短 作文を 

計画的・継続的に 書くことを通して ，意欲がわいてくるような 学習内容や指導方法の 工夫について 研 

究 さしていきたいと 考え，この研究テーマを 設定した。 
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Ⅱ 目指す児童 像 

作文を楽しく 書くことができ ，自分の思 いや 考えを進んで 表現できる 子 

Ⅱ 目指す授業像 
子どもが楽しみながら 作文学習に取り 組み ， 書けた喜びを 感じると同時に 書く 力 を育む授業 

W  研究の目標 
自分の思いや 考えを進んで 表現することができるために ，子どもの興味・ 関心のあ る学習内容や 学 

習の工夫及 び 指導方法について 研究する。 

V  研究の板 税 
1  基本仮説 

子どもの実態を 把握し，興味，関心を 取り入れた題材や 指導方法を工夫することにより ，書く意欲 

が 高まり，進んで 書くことができるであ ろう。 

2  作業仮説 
(1) 子どもが書きたくなるような 題材を取り入れ ， 個に応じた指導を 工夫すれば，書くことに 対 

する抵抗が薄れ ， 楽しんで書くことができるであ ろう。 

(2) 短 作文学習を帯単元に 位置づけ，年間を 通して教科書単元と 関連させながら 指導していけば 
書く 力 が育つであ ろう。 

(3) 書いた作文を 交流する場を 設定することにより ，友達の良さを 認め合 う ことができ，書く 意欲 

も高まるであ ろう。 

W  研究構想 図 次ページに記 載 

Ⅶ 研究内容 

1  作文学習の息 臆 
指導要領の国語科の 目標で，今回新たに「伝え 合 3 力を高める」が 加えられた。 伝え合う カと は 

「互いの立場や 考えを尊重しながら ，言語を通して 適切に表現したり ，正確に理解する カ Ⅰとあ る。 

つまり，言葉を 使って柏手にうまく 伝えるよ う に工夫したり ，相手の伝えていることを 正確に理解 

したり，そして 伝え合 う ことでお互いの 考えを交流しあ い高め合っていくことと 解釈する。 その 伝 

え台 ぅ 能力は，「話す・ 聞く・書く・ 読む」という 活動すべてにおいて 培われるものであ るが， そ 

の中でも「書くこと」はどの 領域ともつががりがあ り，果たす役割 は 大きいと考える。 

書くことは，話す 内容を事双に 書きまとめることで 筋道を立てて 話す カ を高めることにっががり ， 

聞いてメモを 取ることによって 正確に理解する 力を高めることができる。 また，読んだことを 文章 

にまとめることで 目的に応じて 読む 力 を培 う こともできる。 さらに文章を 書く活動は ， 他の教科や 

日常生活でも 行われており ，すべてのことの 基礎・基本になり 作文学習の意義は 大きいと考える。 

ク 
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研究構想 図 

目指す児童 像 

作文を楽しく 書くことができ ，自分の思いや 考えを進んで 表現できる 子 

  

Ⅰ 
研究の目標 

自分の思 いや 考える進んで 表現するために ，児童の興味，関心のあ る 

活動内容や学習の 工夫・指導方法について 研究する。 

基本仮説 

子どもの実態を 把握し，興味・ 関心を取り入れた 題材や学習を 工夫することにより ， 

書く意欲が高まり 進んで書くことができるであ ろう。 
  

作業仮説 (1) 
子どもが書きたくなるよ う 短 作文学習を帯単元に 位置 

な 題材を取り入れ 個に応じた づけ，年間を 通して教科書 単 

指導を工夫すれば ，書くこと 充 と関連させながら 指導して 

に 対する抵抗が 薄れ楽しんで いけば，書く 力 が育っであ ろ 

書くことができるであ ろう。 自ノ   

作業仮説 (3) 
書いた作文を 交流する場 

を設定することに よ り，友 

達の良さを認め 合 う ことが 

でき，書く意欲も 高まるで 

あ ろう。 

研究内容 

0 短 作文について 0 帯 単元について 0 題材について 

0 短 作文学習について 0 評価の方法 0 交流の場 

0 短 作文年間計画 
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2  意欲的に取り 組ませる指導 
どの子も書きたいことがあ り「書けた ! J という喜 びや 満足感を得る 作文の授業は ， 子どもたち 

にとって楽しいことであ る。 

子どもが意欲的に 取り組むには「書きたい t 」という気持ちにならなければならない。 まず 何よ 

りも書く楽しさを 体感させたい。 そのためには ，書いてみたくなるような 題材に出会うこと ，読ま 

せたい相手がいて ， 自分の書いた 作文が喜ばれているという 実感を味わうことが 大切であ る。 そこ 

で 興味・関心の 持てるような 学習活動の工夫と 書く 力 をつける工夫をすることが 必要であ る。 

これまでの指導 は ，作文を書くことに 構えすぎてしまい ，子ども達は 意欲的にそして 楽しく書く 

ことができなかった。 もっと気軽に 楽しく書くには ，興味のあ る題材から入っていくことが 必要で 

あ った。 書きたいことを 書いたほうが 子どもにとって 気軽に取り組めるのではないかと 考える。 ま 

た 作文への抵抗を 取り除くためにも 気軽に書ける 短 作文学習が望ましいと 考える。 そして単発的で 

なく単元の中でどのような 作文 力 を育てたいのか 明確にしながら ，牢問を通し 繰り返し指導してい 

くことで定着が 図れるであ ろうと考える。 指導にあ たっては，あ まり書くための 技能を前面に 出し 

過ぎないようにして ，楽しく書くことを 大事にしていきたい。 上手くなくてもいいから 自分の言葉 

で 書くことに慣れることが 必要であ る。 

イ
 

3  短 作文について 
短 作文とは短い 文章を書くことであ り コ般 的には四百字以内を 分量としている。 できるだけ 書 

く 機会を多く設けるとうにし ，短い時間で 短い文章を書くことを 継続して行いたい。 作文を書くこ 

とは国語の授業だけに 限らず朝や帰りの 短い時間にも 指導できる。 短時間・少分量であ るので苦手 

な 子も負担にならずに 書ける。 書くことを多く 経験することで 書き憤れるようになる。 そして書き 

慣れることによって 抵抗感がなくなり 書く意欲が出てくることが 期待できる。 

そして 短 作文で培った 力 は教科書単元の 中でも生かすことができ ，さらに教科書単元の 学習を短 

作文学習で補 う ことができるのではないかと 考える。 そのためには 教科書単元と 無作文年間計画の 

扱いを工夫していきたい。 その際，内容によっては ， 2 単位時間をひとまとまりにして 扱ったり， 

1 単位時間のうち 15 分程度を毎時間継続した 形で充てたりすることも 必要であ る。 

4  帯 単元について 

(1) 帯 単元とは 
帯 単元とは帯のように 細く長く続けて 展開する単元のことで ，つまり短い 時間で継続的にあ っ 

かう単元ということになる。 したがって，年間を 通して教科書単元と 関連させながら 位置づけて 

指導していくことにする。 ( 短 作文年間計百を p9 に 記我 ) 

(2) 帯 単元の意義 

0 短い時間 ( 朝のドリルの 時間・帰る前 ) を有効に使って 指導できる。 

0 モジュール 制 時間では， 15 分や 30 分単位の時間を 組み合わせて 行 う ことが可能であ る。 

0 計画の中にスキル 学習や学 び 方を位置づけることができる。 

0 国語の作文単元での 弱い部分を取り 立てて指導することができる。 

0 体験活動と関連させ ，その都度指導できる。 

0 読む・書く・ 話す ， 聞く等の活動と 段階的・継続的にわたって 位置づけることができる。 

4 



5  短 作文学習の効果的な 指導 
作文の苦手な 子の負担を少しず つ 取り除くための 指導 

(1) 題材の工夫 

子どもたちが 喜んで書く題材を 用意する「興味・ 関心を第一に 考えると次の ， 3 点が大切であ る。 

・身近なもの 

，好奇心をそそるもの 

・経験したことのあ るもの 

(2) 相手意識・目的意識を 明確にする 

自分が書いたものを 誰かに読んでもらえる・ 聞いてもらえるという 確約があ ると，子どもは 書 

く意欲が倍増する ( 手紙作文などは 効果的であ る ) 。 また何のために 書くのかが，はっきりして 

いると子どもの 書く意欲は次第に 高まっていく。 目的がないと「させられている」という 意識が 

を持つ。 

(3) 参考作文の紹介 
書き表し方がわかり ，子どもたちがこれから 書こ う とすることについて 自分なりに「見通し」 

がもてることが 大切であ る。 作文を読んだり 聞いたりすることによって 子どもたちは ，およその 

見通しができ 安心して書いていく。 

(4) ワークシートの 工夫 

原稿用紙だけでは 抵抗があ るものであ る，子どもの 書く意欲をかき 立てるようなワークシート 

を 作成することよって ，気軽に取り 組めるようにする。 段落ごとまたは 場面に合わせたワークシ 

一トを 工夫すれば，イメージがまとまり ，だらだら文でなく ， まとまった文が 書ける。 

(5) 短時間で書きたいことを 書かせる 

時間になったら ，無理に最後まで 書かせずに途中でも 終わらせることが 大切であ る。 気持ちが 

楽になり，時間内にたくさん 書けることに 喜びを感じるのであ る。 これを繰り返すことで ，だら 

だらと長く書くことがなくなり ，書きたいことをまとめて 書くようになる ， 

6  交流する場の 工夫 

(1) 交流の場 

① 読み合 う 

書いた作文をいく っか 取り上げ，みんなで 読み合い話し 合う。 よく書けているところを 見っ 

けたり考えたりすることで 書き方を学び 合 う ことができる。 教室で生まれた 作文なのでコミニ 

ュ ケーションもさらに 深まる 

② 文集 

これまでに書いた 作文をつづり ，友だちと交換して 読み合ったり 家の人に読んでもら ぅ 。 そ 

の後に感想や 意見などを交わすことにより 交流が生ま ォ しる   

③ 手紙 

手紙を書くということは 相手意識を持っということであ る。 伝えたい相手に ，自分の思いや 

できごとを話すよ う に書くことができる「手紙を 出した後には ，返事をもら ぅ 喜びも味わうこ 

とができる     

    5 . 



④ 作文掲示 

紹介コーナーを 設けて掲示し 書く意欲をかきたてる。 苦手な子であ ればあ るほど，よく 書け 

ている言葉にしるしをつけるなどして 自信をもたせたい。 どんな文でもその 子らしい見方や 感 

じ 方が表れるものであ る。 

⑤ 壁 新田億本辞 集祇 芝居カルタ運び 零があ る。 

(2) 拝 Ⅰの方法 
子どもたちは ，努力して書き 上げた作文が 認められ受け 入れられることを 早い時期に知りた 

いものであ る。 「認められたⅠという 実感が，成就感をもたらし 次への意欲を 喚起したり持続 

したりするのであ る。 読み手としての 子どもたちを「評価する 立場」に立たせることも 作文指 

尊 で行 う 大切な指導の 一つであ る。 書き上げた作文を 紹介し合い ， 子どもたちが 相互評価し合 

ぅ 場を学習計画の 中に位置づけるようにする。 

① 自己 評伍 

自分で評価し 修正する経験を 重ねる中で ， 書く 力 は伸びていく。 そこで書く前にめあ てを 立 

て， 書いた後めあ てにそって自己評価しながら 自分の学習を 振り返る機会を 作ることが必要に 

なる。 その後，修正が 必要な部分について 自ら考え， 推段 していくことができれば ，自己解決 

の喜 ぴを実感することができ ，自信もっいていくだろう。 その 捺 評価の観点を 決めて自己評価 

する。 

，誤字・脱字はないか。 

，句読点は正しく 打ってあ るか。 

・「 」の書き方は 正しいか。 

・改行はできているか。 

・題名とあ った内容 か 。 

② 相互 軒伍 

相互評価をすることで ，友達に認められる 喜 ぴを味わい，また 友達の書いたものを 読むこと 

によって，表現のよさにふれたり ，友達を認めることにもつながる。 教師は，相互評価を 見る 

ことにより，いろいろな 角度から子どもの 様子を知ることができる。 

③ 評語 

出来上がるまでの 過程が学習の 評価として大切であ り，句読点や 言葉の誤りは 最小限にとど 

める。 その事に執着すると ，子どもの表現意欲をそそぐことになる。 子どもにとって 教師の評 

語 ( 赤字 ) は学習の意欲につながる。 感想・意見・ 質問を入れると ，教師と子どものコミュニ 

ケーションが 図 れると同時に ， 書く意欲へとつながる。 
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7  年間計画について 

臼 ) 短 作文年間計画の 作成にあ たって 

学習指導要領で「書くこと」 oW)f 自尊 は ついては，文章表現能力を 養 う ことに重点を 置いている   

3 . 4 学年の「 B 書くこと」に 関する時間は 85 時間あ り，実際に文章を 書く活動をなるべく 多くし 

たり特に取り 上げて指導することとされている - Pg に記載されている 短 作文年間計画は 下記の指導 

内容と次べ一 ジの 評価規準に基づいて 作成した 

表 学習指導要領の B 領域「書くこと」 

書く二との目標 指導内容 

経験したことや 想像した事などについて ， ア 相手や目的を 考えながら書くこと。 

一順序が分かるよ う に ， 語や文の続き 方に イ 書こ う とする題材に 必要な事柄を 集めること。 

・ 注意して文や 文章を書くことができる よう ウ 自分の考えが 明確になる よう に，簡単な組立て 

二 にするとともに ，楽しんで表現しょうとす を考えること     

学る 態度を育てる     コこ 事柄の順序を 考えながら， 語 と語や文と文の 続 

午 き 方に注意して 書くと。 

オ 文章を読み返す 習慣を付けるとともに ，間違い 

などに注意すること。 

相手や目的に 応じ ， 調べた事などが 伝わ ア 相手や目的応じて ，適切に書くこと。 

よ る う に，段落相互の 関係などを工夫してイ 書く必要のあ る事柄を収集したり 選択したりす 
三文章を書くことができるようにするととも ること。 

  に ，適切に表現しょうとする 態度を育てる。 ク 自分の考えが 明確になるよさに ，段落相互の 関 

四 係を考えること。 

学 ェ 書こ う とする事の中心を 明確にしながら ，段落 

年 と 段落との続き 方に 注意して書くこと。 

オ 文章のよいところを 見つけたり，間違いなどを 

正したりすること」 

目的や意図に 応じ ， 考えた事などを 筋道を ア 目的や意図に 応じて，自分の 考えを効果的に 書 立てて文章に 書くことができるようにする く と 

とともに，効果的に 表現しょうとする 態度 イ 全体を見通して ，書く必要のあ る事柄を整理す 

五を育てる。 ること     

  
ウ 自分の考えを 明確にするため ，文章全体の 組立 

  
/ Ⅱ ての効果を考えること - 

学 工 事象と感想，意見などを 区別するとともに ， 目 

年 的や意図に応じて 簡単に書いたり 詳しく書いたり 

すること     

オ 表現の効果などについて 確かめたたり 工夫した 

りすること。 
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(2) 

ア 

イ 

ウ 

エ 

オ 

く 3) 

基礎的・基本的事項 (3 . 4 年 ) 

書く相手や日的を 意識し文字言語によって 伝え合 う ことの良さを 味わうこと       

自分の考えを 明確にするために ，必要な材料の 収集を行ったり 順序や軽重を 考えたりすること   

自分の考えや 相手に伝えたい 事柄の中心を ，明確にする 構成を工夫すること - 

段落段落との 続き方に注意して ，文脈の通った 文章を書くこと - 

文章を読み直して ，間違いなどを 正してよりよい 文章にすること「 

書くことの評価規準 

国語への   書く能力 

関心・意欲・ 態度 

言語についての 知識・理解・ 技能 

・相手や目的に 応 

じて，事柄の 選 

択や段落相互の 

関係を工夫した 

り， よいところ 

を見つけたりし 

ょうとしている 
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・書く必要のあ る事柄を収集したり 

選択したりしている「 

・自分の考えが 明確になるとうに ， 

段落相互の関係を 考えて書いてい 

る。 
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・文章のよいところを 見つけたり， 

間違いなどを 正したりしている。 

・当該学年の 前の学年までに 配当されてい 

る漢字を書き ， 文や文章の中で 使 う とと 

もに，当該学年に 配当 さォ している漢字を 

漸次書いている「 

・漢字のへん ，つくりなどの 構成について 

の知識をもっている、 

・日常使われている 簡単な単語について ， 

ローマ字で書いている ， (4 年 ) 

・送り仮名に 注意して書いている。 

・句読点を適切に 打ち，必要な 箇所は行を 

改めて書いている。 

    上   するこめに                 必、         た   や語句につい 
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・文字の組み 立て方に注意して ，文字の形 

を整えて書いている ， 

・文字の大きさや 配列に注意して 書いてい 

る， 

  ・毛筆を利用して ，点画の筆使いや 文字の 

組み立て方に 注意しながら ， 

整えて書いている。 文字の形を   
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Ⅷ 授業実践 

Ⅰ 単元 名 鉛筆が進む ょ 

2  学習 材 
0 朝目がさめると ，なんと・・・ 

0 えんぴ つ おしゃべり 

0 スケッチ作文 ( 教室編・校庭 編 ) 

0 もしも校長先生だったら 

0 わたしの好きなもの 

3  単元目標 

(1) 興味関心の持てる 題材を設定することにより ，書くことに 抵抗がなくなり 作文に興味を 持っこ 

とができる       

(2) 互 いの 作文を読み合 う ことにより自他を 認め，またその 作文について 話し合うことにより ， 自 

他の向上を図ることができる。 

4  単元について 

(1) 学習 材は ついて 

児童の興味関心を 取り入れた題材をテーマ は して書くことにより ，文を書くことに 対し抵抗が 

薄れ，作文を 進んで書くことができるようになる 事をねらいとしている。 

0 朝目がさめると ，なんと・     

「朝目がさめると ，なんとわたしの 体は 00 になっていた。 」で始まる文であ る。 

立場を変え，視点を 移動しての想像の 世界をえがく 変身作文であ る。 子どもは，童話などの 読み 

物から影響を 受けてしぜんにこうした 態度に導かれるのが 少なくない。 変身作文は擬人化でもあ 

り ， 1 . 2 年生には難しい 面もあ るが， 3 . 4 年生になるとこの 態度はいちだんと 発達し関心も 

増してくる。 一方，科学的な 観察の態度も 伸びてくるので ，表現は質量を 増してくる     

0 えんぴ つ おしゃべり 

作文に抵抗を 感じる子どもでも ，えんぴ つ 対談だとさほど 抵抗なしに楽しめる。 文章体で書か 

ないで日常の 会話形式で気軽に 取り組めるからであ る。 低 ・中学年で文章への 抵抗をなくすこと 

がねら い であ り，書くことの 基礎練習としては 好適の方法であ る， 

0 スケッチ作文 

対象を文字で 表現する「文字・ 文による写生」であ る。 そのねらいは ，対象を正しく 観察する 

ことであ る‥事物の状態・ 性質・変化などあ りのまま認識することで ，それが言葉と 結びっ表現 

されることであ る。 
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また文章表現力の 上からいえば ，見たものをそのとおりに 書くという基礎基本の 育成であ る。 

まず見ることから 始め ， 見たをもの文字に 移すという訓練の 積み重ねを大切にしなければならな 

い， 書くことがないとか ， ど う 書けばよいか 分からない子に 対してスケッチ 作文は取り組みやす 

い だろう「   

0 もしも校長先生だったら 

この作文の良さは 三つあ る。 一つ目 は 想像する作文なので 楽しいということ     二つ目は書き 出 

し 文などを指定することができるので 誰でも書きやすいということ ，三つ目は表面的なとりつき 

やすさにもかかわらず「 想衡 することを出発点として ，その子の考え 方・感じ方が 作文の中に 

反映される。 

(2) 児童について 

3 年生の児童は 学校生活にもすっか ケ 慣れ，多様な 活動を積極的に 楽しむことができる 時期で 

あ る。 本学級は・男子 5 . 6 人の児童が活発で ，全体的におとなしくて 素直であ る。 

作文に対するアンケートを 採ってみた。 その結果「作文を 書くことが好き」 13 人 (35 %) に 

対し「好きでも 嫌いでもない」または「嫌い」が 24 人 (65 %) という結果になった。 書くこ 
とに対して抵抗があ る児童が多いことが 分かった。 「作文を書くときどんなことに 困るか」とい 

う問いに対して「何を 書いていいのか 分からない」が 最も多く 「書き始めに 困る」「考えるのが 

めんど う くさいⅠなどがあ げられた。 また，「好き」と 答えた児童の 中には，豊かな 表現で巧み 

に 書く児童もいるが ，一文をだらだらと 長く書く児童が 多いことも分かった。 

このようなことから ，作文に対する 抵抗を取り除くとともに ，だらだら文を 改め中心事項を 的 

確に書くためにいろいろな 文の書き方を 工夫することが 必 、 要であ る。 

(3) 指導について 
児童が書きたくなるような 学習活動を心がけたい ，そのために 児童の書いた 短 作文の中から 楽 

しくて身近なテーマの 作品を紹介し ， 「わたしにも 書けそ う 」という自信を 持たせたい。 参考に 

することで，友だちから 学ぶことができると 同時に ， 何をどのように 書いていいか 分からが、 、 児 

童 にとっては書き 方が分かり自信につながるのではないかと 考える。 

また，これまでに 書いてきた題材を 使ってテーマを 変えて書いてみるなどして 繰り返し書くこ 

とによって書くことに 慣れ，自信もつくだろう。 だらだら長い 文を改めるために 書く時間 ど分 

量を決めておく。 そ う すれば短かい 文の中にも書きたいことが 表れてくるのではないだろうか。 

また抵抗のあ る子がいれば 作文が好きな 子もいる。 そのために，テーマや 作文用紙を選択させる 

ことも工夫の 一つだろうと 考える。 選択することで 気軽に取り組み ， 書き進めることができるこ 

とを願 う 。 
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5  単元学習計画 

時 学習活動 教師の支援 0 朝目がさめると ，なん レ ） ・書きやすくするため 書 

「はじめ」「つぎに」「さいごに」 き 出しの文を決めて 

ヰ l Ⅰ のことばを使って ，空想、 したお話 「はじめ」「なか」「お 

を書く   わり」の構成で 作り話 

を 書かせる。 

0 えん ぴ つおしゃべり ・会話文であ ることを 意 

2 「給食」をテーマに ， 2 人で対話を 識するため必ず「 」 

進める   をつけさせる   

0 スケッチ作文 ( 教室編 ) ・同じ動作を 見ても， 一 

3 教師の動作に 集中させ，見たこと 人 ひとり表現が 違うこ 

を 自分なりの言葉で 書き表す ， とを気づかせる     

0 もしも校長先生だったら ・想像が広がるよ う に 何 

4 もしも校長先生になったら 00 し でも書いていいことを 

たいという願望や 抱負を書く ， 知らせる， 

0 作文アラカルト ( 交流の場 ) ・作品の善し 悪しではな 

5 友だちの書いた 作文を読み合い ， く， 良さを見つけさせ 

紹介する。 る   ・対象をよく 観察させ， 

6 校庭で見つけたものをよく 観察し ことはで表すことがで 

丈 に表す。 きるようにする。 

7  0 作文えらべたよ ・書きた い 題材を選ばせ 

これまでに書いた 題材の中から 菩 る 。 

本 きたい作文を 選び ， 書く。 

時 

0 作文アラカルト ( 交流の場 ) ・表現の上手なところや 

8 所持で書いた 作文を発表し ，感想 頑張ったところを 見つ 

を 手紙に書いて 知らせる       けさせる       

評価の観点 

・始め，なか ，終わり 

の順で文を構成する 

ことができる「 

・会話の言葉で 書くこ 

とができる。 

・見たことを 自分なり 

の 言葉で表すこと ヵ i 

できる。 

・想像しながら ，思い 

    を書くことができ 

る 「 

    ・友だちの作文から 学 

  ぶことができる。 

        ・観察したことを 言葉 
    で 表すことができる 

・進んで書くことがで 

きる。 

・友だちの作文から 学 

ぶことができる」 
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6  本時の学習 (7/8 時間 ) 平成 14 年 6 月 27 日 ( 木 ) 22 校 時 

浦添市立熔 城 小学校 3 年 3 組 

男子 20 名 女子 17 名 計 37 名 

(1) 目木 票 

学習した題材の 中 f@J 、 ら 書きたい作文を 選び ， 楽しく書くことができる - 

(2) 授業仮説 

①児童の興味関心のあ る学習材を取り 入れることで ，作文に興味を 持っことができるであ ろう。 

②選択する場を 設定することによって ，気軽に取り 組み楽しく書くことができるであ ろう。 

(3) 本 時の展開 

導 

入 

展 

目口 

学習活動 

1  今日のめあ てを確認する - 
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教師の支援 

・発言しやすい 雰囲気にする 

ためリズムにのせる。 

  

  

  

・身近なことばを っ なげるだ 

けで詩ができる 喜びを味わ 

わせる「 

4  これまでに書いた 題材の中 

から書きたい 作文を決める ， 

｜ 

今朝日がさめるとなんと 

金えん ぴ つおしゃべり 

ぐ スケッチ作文 

金モ ，しモ ，校長先生だったら 

今わたしのすきなもの 
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・書きたい題材を 選ぶこと 

ができる。 ( 興味・関心 ) 
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・作文用紙を 選ぶ「   

5  作文を書き進める     

6  各コースの作文の 中から 1 

点 ずつ発表する ， 

7  今日の感想を 発表する。 
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・ 10 分間で書きあ げること 

・作文用紙 1 枚に書くこと 

・わかりやすく 書くこと 

・書きにくそうにしている 児 

童には， この児童の特徴が 

っかめるよ う に支援する " 

束
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文
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る
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・黒板に名前カードを 置く 

ことで一目で 全体の様子 

を 矢口ることができる。 

・進んで書いているか。 

( 関心・意欲 ) 

  

  

・わかりやすく 書いている 

か。 ( 表現 ) 

(4) 評価 

・楽しく作文学習に 取り組むことができたか。 

・学習したことを 生かして進んで 書くことができたか。 
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Ⅸ 結果と考案 

ュ 作業仮説 (1) の検証 

子どもが 害 きたくなるような を 取り入れ ， 佃に応じた 描 寺を工夫すれば ， キ くことに対する 

抵抗が群れ楽しんで 吝くことができるであ ろう。 
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最初に書いた①は ，一文だけで 表している     

②は・視点、 を話し合った 後に善いた 文 

② に応じた キ羽 のエ 

ア 作文用紙の工夫と 選択 作文用紙 

絵を入れた作文用紙や 分量の違 う 作文用紙を作成して 選択 

させた「苦手な 子は字数の少ない 用紙を選び「全部書けた」 

と 満足していた。 他にも「少ない 方 ( 分量 ) が書きやすい」 

「今日はどんな 用紙を用意してきたの ? 」「家でも書いてく 

るのでもっと 欲しい」と いうさまざまな 声が聞こえた。 

ⅠⅠⅠⅠ クせ 4 Ⅰ やせ Ⅰ ぜ 一 え 兎び " 擦し - 。 一 ぺ 。   
                    

        
        

  

  

イ 題材の選択 

・第 7 時で題材の選択という 方法を試みてみた ， 

前に一度書いたり 友だちの作文を 聞いたりしているので・ 

書きやすいと 思ったのか書きたい 作文をすぐに 決める 

ことができた。 

5 つの作文コースに 名前カードを 置いてもらったので ， 
どの子 がどの作文を 選んだのか一目で 分かった， ( 写真 ) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

仔
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田 Ⅰ 任 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 4  Ⅰ Ⅰ 
みム     

た r-   
  
  

「もしも校長先生になったらの 

  テーマをかえて 書いた 文 。 

  いろいろなテーマで 思い思い 

  に 書いていた。 

      

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 任 

③ 文に 、 6  % 
児童の興味関心を 取り入れた学習の 工夫として 表 Ⅰ アンケートから 

「子どもに身近で 面白そうな題材」Ⅰ作文用紙 作文を書くのは 好きですか 実践前 実践後 

の 作成」「作文用紙の 選択」「題材の 選択」など ア 好き ]3 人 32  人 

の 実践を行った 結果，実践前と 実践後の作文に イ 好きでも嫌いでもない 10 人 4 人 

対する好き嫌いのアンケートの 結果は右の表の ウ 嫌い I4 人 2 人 

  

ようになった。 

作 ．文学習をしての   感想を書いてください。   
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匿寮 

・どの作文でも 題材のおもしろさにひかれたよ う で喜んで書いていた。 それにイラスト 入りの好 

きな用紙に 10 分間という短い 時間ということで ， どの子も集中してすらすら 書いていたので 

前より抵抗は 薄れたのではないかと 9 、 ぅ 。 

  表 1 のアンケート 結果からも分かるよ う に「作文を書くのは 嫌い」が 14 人から 2 人に減った。 

また「嫌い」と 答えた子の感想に「作文を 書くのは嫌いだけどおもしろかった」とあ ったので 

題材の選択を 設定したことで 自分に合った 題材を見つけて 書くことができたということが い え 

る。 

・スケッチ作文で「足を 組む」の表現に 困っていた子が 多かったので ，語彙を広げる 指導が必要 

  であ ると感じた。 

・Ⅰ 7  . ノア 



2  作業 仮謀 (2) の枕花 

短 作文学昔を帯単元に 位 仁 づけ， 午 而を汚して教科 サ 単元と明達させながら 指導していけば ， 

害く力 が育っであ ろ フ 0 

・ 帯 単元を作成しその 中の単元「鉛筆が 進む ょ 」の授業を実践した。 

・「えんぴ つ おしゃべり」では ，会話文であ るので「 」を使 う ことを確認してから 書き始めた。 

二人で協力して 書くので教え 合 う こともでき全員の 子が「 」をつけることができた。 

・段落ごとにできごとのまとまりを 意識させるために ，「朝目がさめると ，なんと         の作文で 

「はじめに」「つぎに」「さいごに」の 言葉を示しながら ，一緒に書き 進めた。 

匿察 

，確認、 して直後に書いた 作文なので，   」を正しく使ったり 段落でまとまった 文を言くことが 

できた。 

・今回の授業では「気軽に 書ける」「進んで 書く」ことがねらいで ，教科書教材との 関連がもて 

なかった。 2 学期の単元Ⅰ鉛華広がれ」「鉛筆まとまる」で 教科書教材の「手紙作文」・「おに 

たのほうし ( 文学教材Ⅱ「まとまりをかんがえてⅠなどの 教材と関連させながら 短 作文の継 

続 で書く 力 の定着を図っていきたい。 さらに 短 作文年間計画のもとで 進めていく ぅ えで， 子ど 

もの実態に合わせて 計画を見直しながら 柔軟に進めていきたい。 
    

3  作業低低 (3) の検証 

甘いた 作文を交抗する 拮を杖 足 することに よ り 

く 意欲も高まるであ ろう。 

・早く書き終えた 子は互いに交換して 読み合わせ，その 後は全体の場での 発表を進めた。 授業を重ね 

るほ つれて「読みた ～ ぃ 」という手が 挙がる よう になり，また「次の 時間に読んでね ( 紹介してね ) 」 

と 話しかけながら 提出する子も 出てくるなど ，授業への参加意欲の 向上が感じられた。 

， 友だちの作文を 読んだり聞いたりした 後，感想を手紙に 書いてあ げることにした。 表現の上手なと 

ころや書き方を 学んだところ・ 上手くなったところなどを 伝えていた。 

、 5 種類の作文を 題材別に作文集にし ，一週間教室に 置き読ませたところ ，休み時間に 読んで楽しん 

でいた。 
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田 Ⅰ 任 Q  @ 

匿察 

そ 下 

  交流の場を設定し 友達の作文を 読んだり聞いたりすることによって ， 自分の文との 違いに気づ 

き， 学ぶ場面も見られた。 また作文以外の 面で友だちの 良さをみつけることへもつながった。 休 

み 時間に「家で 書いたマンガを 読ませてね」という 声が聞こえた。 

・ 思いがけないことに「もしも 校長先生だったら」の 3 人の子の作文を 全校朝会で校長先生から 

紹介され，作文を 書くことが苦手だった Y さんは，自信へとつながったよ う であ る。 
も タ 

X  研究の成果と 課題 
1  成果 

(1) 子どもに身近で 興味のあ る題の作文を 短時間で四百字以内に 書くという学習で ，作文に抵抗を 

感じていた子が 楽しんで書けるよ う になった。 興味・関心のあ る題材の開発と 子どもに個に 応じ 

た 題材を選択きせることで 意欲が高まった。 

， 19 ・ ソタ 



(2) 実践後のアンケートで「作文を 書くのは嫌い」という 子が減ったので ， 短 作文の授業を 重ねる 

う ちに書き方を 学 び 自信へとうかがっただろうと 捉える。 帯 単元のもとで 意図的・計画的に 指導 

することの大切さを 感じた。 

(3) 作文を読み合ったり 文集にするなど 交流の場を多く 設定することで ，自分の作文を 見せること 
を 拒まなくなると 同時に ， 友だちの良さを 見つける姿が 見られた。 今後も多様な 交流を取り入れ 

効果的な指導をしていきたい。 

(4) 実践後の感想「また 書きたい」「楽しく 書けた」「双より 書けるよ う になったⅠなどから 書く 

意欲が高まったと 考える。 教材研究・準備・ 指導の工夫などによって 子どもが変容するというこ 

とをあ らためて感じた。 

2  課題 
(1) 今回の実践は ，意欲を育てることに 重点を置いたので ，子どもの表現力・ 言語事項などの 身に 

つけさせたい 力 は，十分に指導できなかった。 年間指導計画の 中に位置づけて 繰り返し指導して 

いきたい。 

(2) 目的意識を持たせる 指導が手薄であ った。 さまざまな 文種 で相手意識・ 目的意識を明確にした 

授業を展開していきたい。 

(3) 今回は短作文年間指導計画の 一部の作文学習であ った。 これからの指導を 続けていく ぅ えで， 

よりよい学習となるよう 子どもの実態に 合わせて見直していかなければならない。 

おわりに 

この 6 ケ 月間，楽しい 作文学習をめざして 研究を進めてきました。 これからも研究は 続きますが， 

研究所で学んだことを 実践で生かしていこ うと 思います。 たいへん貴重な 時間を過ごさせていただき 

ました。 

研究を進めるにあ たり，ご指導下さいました 浦添小学校の 玉城きみ子校長先生，そして 研修の機会 

を 下さった浦添市教育委員の 先生方， 浦城 小学校の桃 原致 上校長先生・ 前 校長の宮里 政 和校長先生・ 

研究を支えて 下さった 浦城 小学校の先生方，また 学級を導き見守って 下さった町田宗乗先生に 心から 

感謝申し上げます。 

そして最後になりましたが ，いつも温かく 見守り励まして 下さった大城 淳 見所長，常闇正和係長・ 

山里昌樹指導主事そして 研究所の職員の 皆様，共に励まし 合い頑張った 研究員の皆様にも 感謝申し上 

げます。 あ りがと う ございました。 
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